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期待される効果

病院における現状の課題 情報共有・フィルムレス・原材料費削減を実現する
診療画像ソリューション

・フィルムの大量排出／現像費用大
・フィルムの搬送人員の確保
・フィルム保管庫の増大
・フィルム捜索時間が増大
・フィルムの劣化、紛失、取り違いのリスク
・フィルム読影時に発生するフィルム取出し作業、
シャーカステンへのセット作業 ｅｔｃ・・・

病院全体のシステム化が解決の糸口

フィルムレス環境の実現
・フィルム代、現像コストの大幅減
・フィルム保管場所ならびにフィルム捜索時間の削減
・遠隔画像診断等の地域医療連携への基盤作り

フィルムレス環境を実現し効率的で安心の医療を提供

富士通がご提案する中央診療部門ソリューション「ＨＯＰＥ/ＤｒＡBLE-EX」は環境貢献を強く意識しています。
導入前後によるＣＯ２排出量について試算を行い、２０％のＣＯ２削減が見込めるソリューションとして、富士通の「環境貢献ソリューション」に認定されております。

試算期間：１年間

HOPE/DrABLE-EX
環境試算結果
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※700床規模の病院における試算結果
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計： - 34.701環境負荷（kg-CO2)
導入前比： -21％

本試算は、
実測値をベースに試算しておりますが、
一部、想定値を使用しております。
尚、お客様の業務内容により、
試算結果が異なる場合があることを
ご承知おきください。

富士通はお客様の抱える課題を解決すると共に
地球環境を考える企業としてこれからも製品開発に取り組んで参ります。


